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研究成果の概要（和文）：

当研究は、「'１国大連市における１１系企業の地域的生膿体制を解明することにある。その結果、
これまで1-1本からは人件灘のilill減を目的とした工場進川が多かったが、［'１同経済の発展によっ
て、Ｌ|｣煙lli｢場を曰的にした進１１１１もみられるようになった。この過瀧で、′'三塵と物流の機械化と
ロジステックの整備が進みつつあり、大連市のインフラ整備がこれを促進している。

研究成果の概要（英文）：
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２．研究の目的

人連市における11系企業の地域的生潅体
Ilillの解明を行って、そのI1H由や拠点性の維持
の卵由を明らかにすることが目的である。

ｌ研究DM始当初の背景

大連｢ifは戦前から口系企業が数多く進出
し、戦後もいち早く日系の企堆進出がみられ
た地域である。当初は労働集約唖の開発輸入

を主とする止地だったが、近ｲﾄﾞはインフラ整
lWiも進み、人件喪も上昇して以前のような賃
金節約噸の''二麓,体制の維持はlｲ《1雌になって
きている。この変化を経済地1Ｗ稔的に解明し
たいと考えた。

３．研究の方法

’1系企業で対象とする産業は、人連lljの成
長を牽引してきた繊維、食品、機械（合・ｆＥ
機、結密等)、情報應業である。この実態を
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解明するため、次の３点を爪祝しながら研究
を行う。

Ｉ
。
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（１）「緒節都市」大連という地理的優位性
と交通総節機能の分析である。

（２）Ⅱ系企業の企業内国際分業と国際物流
システム、Ｉｉ１ｉ報通信システムを述動させなが
ら分17を行うことである。これはアンケート
調査及び現地聞き取り調査によって解明し
た。
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（３）ロ系企業地域的生産体Ilillを空間的に偏
椅させる喫因となる地域政策についても検
証を行うことである。
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図２情報サービス（前掲と同じ表示）
４．研究成果

研究方法の（１）～（３）に対応させて成果
表示す⑤

（３）大連市ソフトウエアパークのように産
業の高度化（例えば環境、情報、金融などの
「三高」政策）が進んでいる。日系企業のな
かにも現地に進出する企業も出てきている。（１）人述Ｉｌｉは、日本からの投資のゲートシ

ティとしての役割を担い発腿を遂げてきた。
2008年には那市建設の重喫プロジェクトも
135項Ⅱにわたって実施されモノレールや地
下鉄の建設が進んでいる。その他、港湾施設
の能力蝋強､高速鉄道の充実､空港整備など、
地理的拠点Ｉ化を強化する投賛が続いている。

このようにして、｜紬節郁市」大連'|｢は、

|《上会雄盤の整備とⅡ本を含む外資誘致政策
を挺子に、その拠点'''2の維持と産業構造のｉ１ｉｉ
度化を図っていくことが目的化され、それに
(''2いロ系企業の地域的生産体制も次第に市
場対応型、ソフトFM発哩企業にシフトしつつ
ある。（２）これまで日本からはコストカットを日

的とした進(1)が多かったが、１１１１１J｢１７場の拡大
を期待した進出も増えている。物流は港湾活
用が毛流だが、－部精密部品などは空輸が行
われ、日本の倉庫や顧客までのリードタイム
は約２週llljとなっている。
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